
鬼北町で農業の道を志す

農業研修制度の紹介
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　13年前に就農を目指し、姫路市
から鬼北町に移住しました。
　姫路市にいた頃は、朝早くから
夜遅くまで仕事をする毎日。そん
なときテレビで農業に携わる人た
ちの特集を見ました。「自由そうで
いいな」と思ったのが、農業を始
めたきっかけです。
　自分の力で道を切り開いていき
たいと思い、就農先は知り合いも
いない四国地方を希望。インター
ネットで四国内の就農に関する制
度を調べ、当時、最も制度が充実
していた鬼北町への移住を決意し
ました。
　農業研修では、町内の農家の手
伝いもします。地域の人たちと顔
を合わせることで人脈をつくるこ
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とができ、知り合った方から就農
後も野菜の育て方などを教えても
らうことがあります。
　今はハウス２棟、畑２ha、田３
haの農地で、ピーマンやきゅうり、
米などを作っています。
　収穫のときなど、時期によって
は休みがないほど忙しいですが、
その時期を乗り越えると、十分な
ほどに自分の時間を持てます。こ
の生活リズムが自分では気に入っ
ていて、農業だからこそ、叶える
ことができた生活です。
　支えてくれている地域の方たち
に感謝しながら、これからも農業
を続けていきたいです。農業に携
わる若い人たちが増えていってく
れたらいいですね。
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